
シリアルリレーサービス

この章は、次の項で構成されています。

•シリアルリレーサービスの概要（1ページ）
•データパス（1ページ）
•コンフィギュレーションコマンド（3ページ）

シリアルリレーサービスの概要
IR1101のシリアルリレーサービスは、IOxアプリケーションが非同期シリアルポート（IOS-XE
では /dev/ttyS1）と通信できるようにします。シリアルリレーサービスの設定は、IR800の設定
と同様です。

データパス
IR1101では、IOS-XEが非同期シリアルポートのデータパスと制御パスを完全に制御します。
これは、PPP、rawソケット、SCADAなどの非同期ポートでサポートされている他のカプセル
化にとっては不可欠です。IOxアプリケーションは、デバイスを完全に制御することはできま
せん。すべてのデータと設定は、IOS-XEを介してデバイスに渡されます。実際のシリアルポー
トを IOxアプリケーションに公開する代わりに、シリアルリレーサービスは、/dev/ttyTun0と
して列挙されるソフトウェアによってエミュレートされたシリアル ttyデバイスを作成します
（以下を参照）。

デバイスのペア /dev/ttyTun0と /dev/ttyTun1はデータトンネルを表し、データ転送中にパスス
ルーゲートウェイとして機能します。/dev/ ttyTun1は IOS-XEによって開かれ、IOSからアプ
リケーションへのすべての入出力データはデータ転送中にこのデバイスを使用します。回線

0/0/0は、/dev/ttyTun1との通信に使用されます。シリアルリレーサービスは、2本の回線間の
接続を許可するように事前に設定しておく必要があります。
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図 1 :データパス

データパス：

1. IOxアプリケーションが /dev/ttyTun0に文字を送信すると、トンネルドライバは自動的に
データを /dev/ttyTun1にプッシュします。

2. IOSはデータを読み取り、シリアルリレーサービスに渡します。

3. シリアルリレーサービスは、リレーサービスのもう一方の端（この場合は回線0/2/0）に関
する情報を取得し、回線のバッファにデータを転送します。

4. ラインドライバは、バッファにデータがあると、実際のシリアルデバイス（/dev/ ttyS1）に
データをアクティブにプッシュします。

5. リバースパスは、/dev/ttyS1と /dev/tun0の役割を入れ替えても同様に機能します。

制御パス：

1. IOxアプリケーションが /dev/ttyTun0で TCGETS ioctlコールを実行すると、トンネルドラ
イバは /dev/cttyTunを使用して、IOSで実行されている CTTYハンドラサービスに要求を
送信します。

2. CTTYハンドラサービスとカーネルドライバは、クライアント/サーバアーキテクチャを使
用して設定オブジェクトと通信します。

3. TCGETSに関する要求を /dev/cttyTunから受信すると、CTTYハンドラは要求を調べ、必
要なデータを制御データ構造に入力するようにラインドライバに要求します。
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4. 制御データ構造を受信すると、CTTYハンドラは /dev/cttyTunに応答を送信し、最終的に
/dev/ttyTun0に戻ります。

5. /dev/ttyTun0は要求どおりに IOxアプリケーションに制御データを渡します。

6. 同様のパスを TCSETSに当てはめると、CTTYハンドラが下部の /dev/ttyS1ドライバの設
定を更新するようにラインドライバに要求します。

7. 回線 0/2/0のラインドライバと /dev/ttyTun0のドライバ設定は、常に相互に同期していま
す。ボーレートの変更などの設定変更は、設定のオーバーヘッドを増加させずにラインド

ライバに透過的に伝達されます。これは、仮想シリアルポートが実際のシリアルポートの

パラメータを設定できる IR800シリーズのシリアルリレーの伝達機能をエミュレートして
います。

コンフィギュレーションコマンド

IR1101#configure terminal
IR1101(config)#interface async 0/2/0
IR1101(config-if)#encapsulation relay-line
IR1101(config-if)#exit
IR1101(config)#relay line 0/2/0 0/0/0
IR1101(config)#exit
IR1101#
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


